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【2019年8⽉12⽇〜2019年8⽉16⽇】

国債の利回り低下が進⾏
⽶中貿易問題の悪化やユーロ圏の景気指
標が⼤幅に悪化したことなどを受けて、
世界景気後退への懸念が⼀段と強まり、
世界的に債券価格が上昇しました。

⽶国国債市場では、先⾏きの景気後退の
予兆とされる⻑短⾦利の逆転（逆イール
ド）が発⽣し、⽶10年国債利回りは⼀時
3年ぶりに1.5％を割り込む場⾯がありま
した。

（注）データは2019年7⽉16⽇から2019年8⽉16⽇（⽇次）。
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（先進国国債利回り・為替）

【2019年8⽉12⽇〜2019年8⽉16⽇】

円が対⽶ドルで弱含む展開
⽶国が対中制裁関税の⼀部延期を発表し
たことなどから⽶ドルが買い戻されまし
た。その後、⽶国国債市場での逆イール
ドなどを背景に円は買いが進む場⾯もあ
りましたが、週間では円安傾向となりま
した。

8⽉のドイツZEW景況感指数が前⽉から
⼤幅に悪化したことなどを受けて、円は
対ユーロで上昇しました。
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（出所）Bloombergのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
（注）データは2019年7⽉16⽇から2019年8⽉16⽇（⽇次）。


